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RUCK’ed
（Rugby Uniting Changemakers for Knowledge, Empowerment, and Development）

事
前

12/16 Kick Off Session（日本参加者のみ）
12/20 Kick Off Session (Japan-India)

1/15 Introduction/ Rugby in India and Japan

1/22 Cultural Exchange and Global Leadership

1月中の土日 (1日対面セッション）
Environmental Responsibility in Rugby

Preparation for On-Ground Implementation 

イ
ン
ド
研
修

2/3~9 インド・プネー
・大会準備
・現地の環境問題に取り組むNGOの訪問
・大会運営
・文化交流イベント
・自分のプロジェクトの計画

事
後

・Follow Up Sessions for the Personal Project

・JRFU主催カンファレンスへの登壇
(3月ごろ）

（公財）日本ラグビーフットボール協会普及育成部門 Email: asp@rugby-japan.or.jp担当：坂口

気候変動の影響は日々深刻化しているなかで、ワールドラグビーは
「環境サステナビリティ計画2030」を発表し、JRFUも日本の競技団

体として初めて、また世界のラグビーユニオンとして初めてとなる
「スポーツを通じた気候行動枠組み(Sports for Climate Action 

Framework)』へ署名を行い、「環境サステイナビリティ推進宣言」を
発表。環境問題に取り組んで行くことを発表しました。

環境課題はその他の社会課題とも密接に繋がっており、これらに取り
組んでいくには、日本だけでなく様々な国と一緒に取り組んでいくた
めのパートナーシップとエコシステムの構築が必要です。
RUCK’edでは、JRFUがこれまで構築してきた海外のラグビーユニオ

ンとのネットワークと、国際協力の知見を生かし、ユースのリーダー
シップ育成×社会課題学習のプログラムを提供することで、スポーツ

を社会課題解決のプラットフォームとして活用し、アクションを起こ
すことができる人材を増やすことを目指します。

What’s RUCK’ed?

Why RUCK’ed?

RUCK’edはラグビーを通じて社会をよりよくす
るアクションを起こすことができる人材を育成
するプログラムです。「学ぶ」「実践する」
「繋がる」という三つの要素を通じて、社会課
題への理解を深め、ラグビーをプラットフォー
ムとして、社会課題の解決にどう活用できるか
を学びます。

Program ＆ Schedule

応募は
こちらから▷

How to Apply?

学ぶ

繋がる 実践する

【応募要件】

1. 18～30歳未満であること

2. パスポートを所持していること

3. オンラインのセッションに参加できる

環境があること

4. 英語での日常的なコミュニケーション

や、研修内でのディスカッションや意見

の表現ができること。英語スキルに不安

がある場合も、積極的にコミュケーショ

ンやディスカッションへチャレンジする

意欲があること

5.  学んだことを生かして、自分の地域や

コミュニティでプロジェクトを実施する

意欲があること
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